
1繁畿錫鯛1（毎肋日発行）

　　人口の動き

一・7月1日現在一

男5，011（一8）
女5，061（一5）

計10，072（一13）
世帯数2，352（一3）

　　（）前月比較
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7月の休日救急医

13日水沢診療所（土市）
20日至誠堂医院（西浦）
27日池田医院（本町西）

8月上旬の予定

山口医院（袋町）
富、田医院（神明町）

勤

鞭

3日

10日

慧
　
町
で
は
、
先
月
二
十
五
日
、
七
十
七

歳
を
迎
え
た
お
年
寄
り
た
ち
を
お
祝
い

す
る
“
喜
寿
の
祝
い
”
を
月
見
荘
で
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
明
治
三
十
七
年
生
ま
れ
の

六
十
五
人
の
方
を
搭
待
し
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
の
五
十
一
人
が
出
席
し
て
、

飲
ん
だ
り
、
歌
っ
た
り
の
大
ハ
ッ
ス
ル

で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
該
当
者
全
員
に
木
杯
を
贈
っ

て
い
ま
す
。

　
次
は
”
米
寿
の
祝
い
”
が
待
っ
て
い

ま
す
。
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》
魯
会
難
隔
＋
四
日
に
臨
時
会
萱
二
＋
六
日
に
は
定
例

会
報
小
繋
雛
羅
潔
編
鉦
羅
娃

謎
k
暴
罐
諺
謎
難
襯
縷
更
な

千
手
小
屋
体
完
成
は
来
年
一
月

　
　
　
　
二
億
五
千
二
百
万
円
で

⇔
承
認
さ
れ
た
も
の

▽
昭
和
五
十
五
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

　
四
百
九
十
三
万
二
千
円
の
追
加
で
、

総
額
を
二
干
二
百
一
万
五
千
円
と
し
ま

し
た
。

▲取りこわし中の千手小屋体

▽
昭
和
五
十
五
年
度
歯
科
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算

　
千
百
六
十
一
万
一
干
円
の
追
加
で
、

総
額
は
四
干
二
百
九
十
九
万
七
千
円
で

す
。▽
昭
和
五
十
五
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別会

計
補
正
予
算

　
百
七
十
六
万
四
千
円
の
追
加
で
、
総

額
は
二
億
一
千
七
百
七
十
万
八
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

▽
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算　
二
百
三
十
五
万
七
干
円
を
追
加
し
、

総
額
を
二
十
四
億
一
干
六
百
五
十
六
万

四
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇
可
決
さ
れ
た
も
の

▽
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算　
三
千
六
百
四
十
一
万
一
千
円
の
追
加

で
、
総
額
は
二
十
四
億
五
干
二
百
九
十

　
七
万
五
干
円
で
す
。

　
　
追
加
さ
れ
た
も
の
は
、
○
土
地
評
価

　
関
係
に
百
六
十
四
万
三
干
円
、
○
造
林

事
業
な
ど
に
五
百
七
十
二
万
三
千
円
、

　
○
千
手
小
学
校
体
育
館
建
設
関
連
に
三

千
万
円
で
す
。

　
　
な
お
、
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
費
は

九
十
五
万
五
干
円
の
減
額
に
な
り
ま
し

　
た
。

　
▽
干
手
小
学
校
屋
内
体
育
館
及
び
食
堂

　
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
二
億
五
千
二
百
万
円
で
、
丸
山
工
務

　
所
と
高
橋
工
務
店
の
建
設
共
同
企
業
体

　
の
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
工
期
は
来
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で

　
で
、
屋
体
の
面
積
は
一
階
が
八
百
四
十

　
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
階
が
百
五
十
六

　
平
方
メ
ー
ト
ル
、
合
わ
せ
て
ち
ょ
う
ど

　
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
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囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

高
橋
幸
平
等
尾
）
、
酒
井
宗
平
へ
中

央
町
）
、
小
林
敏
男
へ
中
仙
田
）
、
高

橋
シ
ン
窒
島
）
、
高
橋
源
治
郎
へ
柏

崎
市
）
、
高
橋
秀
男
へ
赤
谷
）
、
内
山

常
治
郎
へ
新
町
新
田
）
、
富
井
源
蔵

へ
上
野
）
、
星
名
イ
シ
ヘ
上
野
）
、
樋
口

一
衛
へ
上
野
）
、
北
堀
亀
雄
へ
小
白
倉
）
、

高
橋
惣
八
郎
へ
高
倉
）
、
高
橋
銀
一

へ
上
町
）
、
金
子
幸
作
へ
岩
瀬
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
亘

・
諏
訪
大
明
神
祠
官
烏
帽
子
狩
衣
免
許

へ
一
七
一
八
年
）
・
古
検
御
水
帳
新
検

反
別
へ
一
六
八
三
年
）
・
御
順
見
様
御

通
筋
村
々
御
案
内
帳
（
一
七
四
六
年
）

・
苗
字
帯
刀
御
届
書
へ
一
八
一
五
年
）

・
願
申
頼
子
金
之
事
へ
一
七
八
○
年
）

・
村
誌
下
調
へ
一
八
七
七
年
）

　
以
上
総
数
三
百
六
十
五
件

　
　
　
　
　
　
　
へ
六
月
末
日
ま
で
）

　
　
宗
門
人
別
改
帳

　
子
安
観
音
と
し
て
知
ら
れ
、
若
い
母

親
に
信
仰
さ
れ
て
や
ま
な
い
清
龍
寺
の

観
音
様
は
、
昔
栄
え
た
山
田
観
音
堂
に

安
置
さ
れ
て
き
た
尊
像
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
観
音
様
を
中
心
に
、
き

び
し
い
追
及
の
目
を
逃
れ
て
、
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
の
お
祈
り
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
入
っ
て
厳
し
く
な
っ
た

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
に
関
連
し
て
、
住

民
の
宗
旨
を
調
べ
、
こ
う
し
た
キ
リ
シ

タ
ン
ヘ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
一
派
）
や
バ

テ
レ
ン
（
神
父
・
邪
宗
）
の
摘
発
を
目

的
に
作
ら
れ
た
の
が
宗
門
人
別
改
帳
で

あ
っ
た
。
徳
川
幕
府
は
、
諸
藩
に
至
る

ま
で
士
民
を
論
ぜ
ず
宗
旨
を
検
査
し
て

改
帳
を
作
り
、
檀
那
寺
へ
菩
提
寺
）
に

キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
こ
と
を
証
明
さ

せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
改
帳
は
、
各
村
々
の
構
成
員
全

員
の
壇
那
寺
関
係
を
調
査
し
、
人
別
ご

と
に
実
印
を
押
さ
せ
、
そ
れ
を
寺
が
証

明
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

　
万
延
二
年
へ
文
久
元
年
）
酉
正
月
の

仙
田
村
之
内
室
島
分
増
田
家
の
人
別
帳

を
例
に
と
る
と
、
宗
旨
は
禅
宗
で
壇
那

寺
は
相
国
寺
、
持
高
は
四
士
看
九
斗

一
合
五
勺
で
あ
る
。
家
族
は
周
助
年
五

十
一
歳
、
女
房
満
さ
四
十
五
歳
、
親
母

つ
ね
六
十
九
歳
、
弟
廣
治
三
十
四
歳
、

同
人
妻
く
丹
二
十
四
歳
、
妹
茂
登
二
十

四
歳
、
孫
女
多
丹
六
歳
、
姪
女
多
加
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
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個

監
査
委
員
に

　
　
　
清
水
信
一
氏

　
◇
同
意
さ
れ
た
も
の

　
監
査
委
員
に
、
清
水
信
一
氏
へ
中
屋

敷
）
が
選
ば
れ
て
、
七
月
一
日
か
ら
任

期
が
発
生
し
ま
し
た
。
清
水
氏
は
、
県

信
用
組
合
川
西
支
店
の
前
支
店
長
で
す
。

　
今
ま
で
の
監
査
委
員
、
星
名
安
信
氏

（
沖
立
）
は
、
こ
の
た
び
新
潟
県
町
村

監
査
委
員
連
絡
協
議
会
よ
り
、
功
労
者

表
彰
（
在
職
七
年
）
を
受
け
ま
し
た
。

　
◇
可
決
さ
れ
た
も
の

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

賦
課
額
の
最
高
を
二
十
二
万
円
か
ら

θ0
県

8月2■旦2、日一負
▼
県

マ

二
十
四
万
円
に
引
き
上
げ
る
、
な
ど
で

す
。▽
白
倉
地
区
簡
易
水
道
工
事
請
負
契
約

　
一
億
六
千
百
万
円
で
、
北
栄
建
設
株

式会

社
の
施
行
と
な
り
、
工
期
は
来
年

の
三
月
二
十
七
日
ま
で
で
す
。

▽
昭
和
五
十
五
年
度
歯
科
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算

　
総
額
の
増
減
は
な
く
、
款
項
の
区
分

と
そ
れ
に
伴
う
金
額
の
補
正
で
す
。

▽
昭
和
五
十
五
年
度
農
業
共
済
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
十
六
万
二
千
円
の
追
加
で
、
総
額
は

九
千
二
百
二
十
二
万
五
千
円
で
す
。

▽
十
日
町
地
域
伝
染
病
舎
組
合
規
約
の

変
更
▽
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
お
よ
び

規
約
の
変
更

▽
消
防
団
員
等
公
償
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約

の
変
更

▽
人
事
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
規
約
の
変
更

▽
昭
和
五
十
五
年
産
米
政
府
買
入
価
格

な
ら
び
に
食
糧
自
給
力
の
向
上
を
は
か

る
米
穀
政
策
確
立
等
に
関
す
る
意
見
書
、

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
請
願
と
し
て
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
さ

れ
、
た
だ
ち
に
発
議
案
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲婦人学級生・はたちの講座生が傍聴

5
§
§
§
§
Σ
ξ
の
雪
『
●
§
～
ρ
㌔
5
憲
の
㌔
5
の
㌔
』
奇
9
§
の
㌔
8
轟
ξ
ξ
の
㌔
《
U
§
§
§

　
　
動
．
安
全
で
安
定
し
た
生
活
、
交
通
事

念
運
故
の
な
い
明
る
い
町
」
、
こ
れ
は
私
た

記
み
ち
の
心
か
ら
の
願
い
で
す
．

言
る
こ
の
と
こ
ろ
の
交
通
量
の
激
増
は
、

自
旦
ぐ
産
業
経
済
の
伸
長
と
文
化
の
向
上
を
示

県
総
す
も
の
と
し
て
喜
ぶ
べ
き
で
す
が
、
一

全
民
方
こ
れ
に
伴
っ
て
交
通
事
故
も
増
加
し

安
県
て
い
ま
す
．
交
通
事
故
は
人
の
力
に
よ

殖
㊥
舞
鱗
蠣
鰹

念
し
て
、
七
月
三
十
一
日
に
は
「
交
通

安
全
県
宣
言
記
念
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
も
、
も
う
一
度
“
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
を
お
互
い
が
認
識
し
”

輪
禍
の
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
の
冥
福
を

祈
り
、
人
命
の
尊
さ
を
知
る
と
と
も
に
、

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
町
を
築
く
た

め
に
、
家
庭
で
あ
る
い
は
職
場
で
、
交

通
安
全
の
意
義
を
認
識
い
た
し
ま
し
ょ

・
つ
。

や
歳
、
同
な
お
四
歳
の
九
人
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
室
島
の
増
田
さ
ん
と
い

え
ば
さ
す
が
御
大
家
だ
け
の
こ
と
は
あ

っ
て
、
家
族
の
ほ
か
に
、
い
つ
分
家
に

出
し
て
も
よ
い
よ
う
な
、
あ
る
い
は
分

家
し
て
ま
も
な
い
と
思
わ
れ
る
家
籠
七

世
帯
へ
政
蔵
男
一
女
三
人
、
鶴
松
男
三

女
二
人
、
潅
右
衛
門
男
二
女
三
人
、
政

七
男
二
女
四
人
、
三
吉
男
三
女
四
人
、

八
百
蔵
男
三
女
三
人
、
兼
吉
男
三
女
二

人
）
を
抱
え
、
こ
の
年
、
増
田
家
の
総

人
数
は
男
十
九
人
、
女
二
十
八
人
と
い

・
？
大
世
帯
に
な
っ
て
い
る
。

　
正
月
と
い
え
ば
時
期
的
に
考
え
て
も

出
稼
者
が
多
く
、
ま
た
、
分
別
の
な
い

乳
幼
児
は
改
帳
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
考
え
る
と
、
実
際
の
人
数
は
こ
れ

よ
り
多
く
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
川
西
町
内
の
宗
門
改
帳
に
は
、
時
代

や
天
領
、
預
地
、
諸
候
地
な
ど
、
そ
の

支
配
を
受
け
た
村
々
に
よ
っ
て
書
き
方

に
い
く
ら
か
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

人
別
書
上
の
最
後
に
「
右
者
代
々
拙
寺

共
旦
那
二
紛
無
御
座
候
、
若
切
支
丹
邪

宗
門
之
由
訴
人
有
之
バ
、
拙
寺
共
何
方

迄
モ
罷
出
、
急
度
申
被
可
仕
候
」
と
、

切
支
丹
で
な
い
旨
を
証
明
す
る
壇
那
寺

と
村
方
三
役
産
屋
・
組
頭
・
百
姓
代
）

の
、
　
「
右
者
当
村
宗
門
人
別
御
改
二
付
、

旦
那
寺
見
届
印
形
仕
候
処
、
怪
敷
者

壱
人
モ
無
御
座
候
、
若
切
支
丹
邪
宗

門
之
者
隠
置
顕
候
ハ
バ
、
如
何
様
之
曲

事
ニ
モ
可
被
付
候
」
と
託
し
た
請
状
が

記
さ
れ
て
い
る
形
が
多
い
。

　
し
か
し
、
中
に
は
仙
田
郷
十
五
力
村

の
よ
う
に
、
冒
頭
に
そ
の
家
の
米
の
取

れ
高
を
記
し
、
人
別
を
書
き
、
最
後
に

五
人
組
之
事
と
し
て
「
前
々
従
御
公
儀

仰
付
候
御
法
度
之
趣
、
常
々
申
合
大
小

百
姓
弥
堅
相
守
可
申
候
事
」
と
念
書
を

し
た
た
め
、
五
人
組
の
名
を
つ
ら
ね
て

連
判
し
た
改
帳
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
編
さ
ん

室
が
六
月
末
現
在
で
入
手
で
き
た
宗
門

改
帳
は
、
嘉
永
三
年
⊃
八
五
〇
年
）

か
ら
文
久
二
年
へ
一
八
六
二
年
）
ま
で

の
仙
田
村
全
域
の
も
の
と
、
天
保
二
年

へ
一
八
三
一
年
）
の
友
重
村
、
慶
応
四

年
へ
一
八
六
八
年
）
の
宗
正
村
の
も
の
、

そ
れ
に
寛
政
、
享
和
、
文
化
、
文
政
、

天
保
、
弘
化
、
嘉
永
、
安
政
、
万
延
、

文
久
年
間
へ
一
七
八
九
年
～
一
八
六
一
二

年
）
の
野
口
村
の
全
冊
で
あ
る
。

　
こ
の
宗
門
改
帳
は
、
い
つ
の
時
代
ど

こ
の
村
に
ど
ん
な
家
が
あ
り
、
そ
の
家

に
だ
れ
と
だ
れ
が
住
ん
で
い
た
か
が
ハ

ッ
キ
リ
わ
か
り
貴
重
で
あ
る
。
先
祖
の

家
族
構
成
や
名
前
、
年
齢
、
米
の
取
れ

高
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
当

時
の
世
帯
主
名
や
屋
号
を
ご
確
認
の
う

え
、
編
さ
ん
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帳▲提供された人別改
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無
効
票
ど
っ
さ
り
，

衆
参
両
院
選
町
の
結
果

　
先
月
二
十
二
日
実
施
さ
れ
た
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
、
そ
れ
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
開
票
は
、
二
士
一
百
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
四
種
類
の
投
票
を
す
る
。
と
い
う
異
例
の
こ
と
で
す
の
で
、

投
票
用
紙
の
取
り
違
い
に
よ
る
無
効
票
を
出
さ
な
い
よ
う
、
各
投
票
所
と
も
工

夫
を
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
数
多
く
の
票
が
“
む
だ
”
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
西
町
の
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
　
（
国
民
審
査
は
省
略
）

◇
投
酉
著
数

◇
投
西
黍
＋

◇
有
効
投
票

◇
無
効
投
票

◇
候
補
者
別
得
票

六
、
七
五
二
人

九
一
・
九
一
％

六
、
五
二
二
票

　
　
二
三
〇
票

（
得
票
順
）

白
川
勝
彦

き
じ
ま
喜
兵
衛

高
鳥
　
　
修

圃当日の有権者数

　　　男　3，556人
　　　女　3，790人
　　　計　7，346人

三
、
二
九
九
票

一
、
四
九
九
票

一
、
二
一
四
票

塚
田
と
お
る

須
藤
友
三
郎

四
三
五
票

七
五
票

◇
地
方
区

⇔
投
西
薯
数

◇
投
西
蛋
＋

◇
有
効
投
票

◇
無
効
投
票

◇
候
補
者
別
得
票

六
、
七
五
〇
人

九
一
・
八
九
％

五
、
五
四
二
票

一
、
二
〇
八
票▲フル回転の枚数計算機

麻風景

丸し長
山鋪
久

明裕信＿
　　　得
　　　票
　　　順
　一一　　一』　 ）
　、　　

、

ニニ○
一・四八
五二五
西西西フi∫ぐ7∫ぐ万ぐ

◇
全
国
区

◇
投
票
者
数

◇
投
西
蛮
＋

◇
有
効
投
票

◇
無
効
投
票

◇
候
補
者
別
得
票

六
、
七
五
一
人

九
一
・
九
〇
％

五
、
七
九
一
票

　
　
九
六
〇
票

　
（
按
分
票
の
端
数
は
切
り
捨
て
、
得

　
票
数
の
同
じ
場
合
は
届
出
番
号
順
）

◎
井
上
孝
・
八
二
七
、
◎
和
田
静
夫
．

七
〇
一
、
◎
岡
部
三
郎
・
六
七
三
、
◎

か
ら
た
に
道
丁
六
一
二
、
◎
岡
田
広

・
三
六
五
、
◎
つ
る
お
か
洋
・
三
四
五
、

◎
田
沢
と
も
は
る
・
二
七
三
、
◎
大

河
原
太
一
郎
・
一
九
八
、
◎
か
す
や
照

美
・
一
四
五
、
◎
た
ぶ
ち
哲
也
・
一
二

九
、
◎
宮
田
輝
・
一
〇
八
、
◎
い
た
が

き
正
・
九
八
、
◎
市
川
房
枝
・
九
八
、

◎
山
東
昭
子
・
七
五
、
◎
片
山
甚
市
・

難
纐
瀦
懸
　
…

似
醗
転
臨
。
舞
騒
嘆
…
…

ぞ
け
・
四
三
、
◎
中
山
千
夏
・
四
三
、

◎
江
藤
智
・
四
二
、
◎
長
田
裕
二
・
三
　
…
…

九
、
◎
松
浦
い
さ
お
．
三
九
、
◎
田
中
一
…

正
巳
・
三
四
、
◎
斉
藤
栄
三
郎
・
三
〇
、

◎
大
川
清
幸
・
二
九
、
◎
み
の
べ
亮
．

吉
．
二
六
、
◎
丸
茂
重
貞
．
二
六
、
◎
…
…

め
い
と
ま
孝
英
・
二
六
、
◎
源
田
実
・

駄
橡
欝
酔
艦
運
…
…

四
、
◎
鈴
木
一
弘
・
一
二
、
◎
伊
藤
い

く
お
．
一
二
、
◎
は
た
豊
．
九
、
◎
秋
…
…

本
芳
郎
・
九
、
◎
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ト
ッ

プ
・
八
、
◎
松
本
英
一
・
七
、
◎
村
上
…

正
邦
・
七
、
◎
藤
原
房
雄
・
六
、
◎
か
　
…

も
お
さ
む
・
六
、
◎
福
間
知
之
・
五
、

◎
目
黒
け
さ
次
郎
・
四
、
◎
邸
永
漢
・

三
、
◎
青
木
茂
・
三
、
◎
二
宮
文
造
・

三
、
◎
み
ね
山
昭
範
・
三
、
◎
山
中
い

く
子
・
二
、
◎
立
木
洋
・
二
、
◎
上
田

か
ん
太
郎
・
二
、
◎
渡
辺
武
・
二
、
◎

奥
崎
謙
三
・
二
、
◎
中
沢
啓
吉
・
二
、

◎
内
藤
功
・
一
、
◎
安
井
け
ん
・
一
、

◎
安
永
英
雄
・
一
、
◎
小
巻
敏
雄
・
一
、
…

◎
河
野
孔
明
・
一
、
◎
野
田
実
・
一
、

◎
な
か
の
鉄
造
・
一
、
◎
内
村
健
一
・

一
、
◎
松
沢
か
ず
お
・
一
、
そ
の
他
二

十
四
名
得
票
ゼ
ロ
。

無
料
ノ
、
ρ
人
権
相
談
所

豊
か
な
人
間
関
係
を

　
次
の
日
程
で
人
権
相
談
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
困
り
の
方
は
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

◎
と
き
　
七
月
二
十
三
日
（
水
）
午
前

　
　
　
　
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◎
と
こ
ろ
上
野
連
絡
所

人
権
問
題
と
は

・
子
供
や
老
人
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と

　
き
・
変
な
う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
て
名
誉
や

　
信
用
を
失
っ
た
と
き

・
み
ん
な
か
ら
不
当
に
仲
間
は
ず
れ
に

　
さ
れ
た
り
差
別
を
受
け
た
と
き

・
ひ
ど
い
騒
音
、
震
動
、
悪
臭
、
ば
い

　
煙
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
き

・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
私
的
制
裁
（
リ

　
ン
チ
と
か
シ
ゴ
キ
）
を
受
け
た
と
き

・
家
庭
問
題
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、

　
損
害
賠
償
、
そ
の
他
な
ど

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務

　
局
人
権
擁
護
係
官

町
の
人
権
擁
護
委
員
　
須
藤
茂
一
さ
ん

　
（
仁
田
）
、
高
橋
友
義
さ
ん
（
伊
友
）

婦
人
少
年
室
協
助
員

　
金
子
総
合
セ
ン
タ
i
長
は
、
労
働
大

臣
よ
り
協
助
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
婦
人
問
題
や
勤
労
青
少
年
問
題
に
関

す
る
こ
と
の
相
談
を
い
た
し
ま
す
。



1【5】1”””1””1”ll””””””””””1””1”””1””””Illl”””””1”1”lll””1”1””””。lll””1””1広報かわにし／昭和55年7月10白発行（第三種郵便物認可），

　今年もこ社会を明るくする運動妻が

7月いっぱい全国各地で行われます。

この運動は、犯罪の防止と罪を犯した

人たちの更正について理解を深め、そ

れぞれの立場で力を合わせ、犯罪のな

い明るい社会を築こうとするものです。

　重点目標は「青少年の非行防止と更

正の促進」、統一標語は「防ごう非行、

助けよう立ち直り」です。

。
、
”
’

7月1日から7月31日まで

き
準
灘
籔
㎜
…
灘
勤
…
…
…
…
…
．
灘

　
夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
の
生
活
の
リ

ズ
ム
が
乱
れ
、
気
持
ち
も
ゆ
る
み
が
ち

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
親
の
目
も
届
き

に
く
く
な
り
が
ち
で
す
。
楽
し
い
夏
休

み
が
、
一
転
”
非
行
の
季
節
”
に
な
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
子
供
は
、
あ
る
日
突
然
非
行
に
走
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
風
船
が

だ
ん
だ
ん
ふ
く
ら
ん
で
、
や
が
て
パ
チ

ー
ン
と
は
じ
け
る
よ
う
に
、
徐
々
に
非

行
へ
の
道
に
深
入
り
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
行
へ
の

“
き
ざ
し
”
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
子
供
の
非
行
防
止
も
、
病
気
の
場
合

と
同
じ
よ
う
に
、
“
早
期
発
見
”
が
大
切

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供

の
生
活
を
注
意
深
く
見
守
り
な
が
ら
、

非
行
の
”
芽
”
を
早
い
う
ち
に
つ
み
と

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
I
i
子
供
の
ど
う
い
う
言
動
が
非
行

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、
非
行
の

“
き
ざ
し
”
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
ま

し
た
。

●
ウ
ソ
は
非
行
化
の
赤
信
号

　
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
な
ウ
ソ
を
つ
い
た

り
、
親
の
顔
を
ま
と
も
に
見
な
い
で
、

あ
い
ま
い
な
返
事
し
か
し
な
い
。
ウ
ソ

が
露
見
し
て
も
平
気
な
顔
を
す
る
よ
う

に
な
る
。

●
成
績
が
急
激
に
ダ
ウ
ン

　
得
意
な
科
目
の
成
績
ま
で
目
に
み
え

て
落
ち
、
テ
ス
ト
の
結
果
も
見
せ
な
く

な
る
。

●
ふ
ら
り
と
外
出
す
る

　
目
的
の
あ
る
外
出
で
は
な
く
て
、

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
い
う
外
出
が

ひ
ん
ぱ
ん
に
な
る
。

非行化を防ぐためには

家庭内の対話

7も

　騨5漏　離灘
地域の連帯意識を強めるためのスポーツ

大会など

●
多
額
の
小
遣
い
を
．
要
求
す
る

　
お
か
ね
の
浪
費
が
め
だ
ち
、
時
に
は

親
の
さ
い
ふ
か
ら
、
こ
っ
そ
り
抜
き
取

っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

●
か
く
れ
て
タ
バ
コ
を
吸
う

　
非
行
少
年
の
ほ
と
ん
ど
が
、
最
初
の

段
階
で
喫
煙
す
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
に

か
く
し
て
い
た
り
、
ニ
オ
イ
が
す
る
か

ら
注
意
し
て
み
る
。

●
な
げ
や
り
な
言
葉
遣
い
が
多
く
な
る

　
ま
じ
め
な
生
き
方
を
軽
べ
つ
し
、

「
バ
ヵ
ら
し
い
」
な
ど
と
な
げ
や
り
な
言

葉
を
吐
く
。
成
績
が
悪
い
の
も
、
親
や

教
師
の
せ
い
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

●
親
の
知
ら
な
い
友
達
が
増
え
る

●
服
装
や
髪
形
を
し
き
り
に
気
に
す
る

●
夕
食
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

●
読
書
の
内
容
が
変
わ
る

　
以
上
の
よ
う
な
“
兆
候
”
か
ら
子
供

の
心
を
読
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
供
の
心
の
中
に
何
が
生
ま
れ
、
ど
う

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の

原
因
は
ー
ー
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
適

切
な
処
理
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

．
露
．
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麟響撮
り
直
せ
な
い
ん
だ
青
春
像
▽
い
陶
．
『

保
護
司
太
田
長
栄
さ
ん

　
“
撮
り
直
せ
な
い
ん
だ
青
春
像
”
こ

れ
は
、
今
年
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
の
標
語
で
す
。

　
み
ん
な
が
、
明
る
い
健
全
な
青
少
年

の
育
成
を
願
い
、
生
き
が
い
と
希
望
に

満
ち
た
青
春
の
日
を
過
ご
し
て
も
ら
い

た
い
、
と
念
ず
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
法
務
省
の
提
唱
で
あ

り
ま
す
が
、
今
で
は
全
国
的
な
団
体
運

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
も
実
施
委

員
会
が
結
成
さ
れ
て
、
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
だ
れ
も
が
、
子
供
の
明
る
い
成
長
を

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
世
の
中
の
情
況
は
青
少
年
汚
染
の

環
境
が
増
え
、
青
少
年
非
行
も
漸
増
し

て
い
ま
す
。
そ
の
質
に
お
い
て
も
種
々

の
問
題
を
は
ら
ん
で
お
り
、
極
め
て
シ

ョ
ッ
キ
ン
グ
な
報
道
に
驚
か
さ
れ
る
憂

慮
す
べ
き
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
期
間
を
契
機
に
、
住
民
全

体
が
こ
れ
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
の
浄

化
を
図
り
、
非
行
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
も
し
非
行
に
陥
っ
た
青
少
年
が
い

れ
ば
、
そ
の
更
正
に
援
助
の
手
を
差
し

延
べ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
期
間
中
に
こ
れ
ら
の
運
動
の
た
め
に

保
護
司
会
が
中
心
に
な
り
、
募
金
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
犯
罪
防

止
と
更
生
者
へ
の
救
い
の
手
と
な
る
こ

と
を
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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　　大切に使おう

新しい救急車
響響響響叩響響響響響寧響

　
先
月
九
日
、
日
本
赤
十
字
新
潟
支
社

の
助
成
に
よ
る
、
新
し
い
救
急
車
の
伝

達
式
が
県
庁
前
で
行
わ
れ
、
夕
方
川
西

町
に
到
着
し
ま
し
た
。
十
日
に
は
、
町

長
、
消
防
長
、
そ
れ
に
関
係
者
多
数
参

列
の
も
と
に
、
安
全
祈
願
を
盛
大
に
行

い
ま
し
た
。

　
使
用
開
始
は
、
無
線
機
な
ど
を
取
り

付
け
た
十
一
日
の
夜
か
ら
で
、
古
い
車

は
公
民
館
で
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
救
急
車
は
、
総
額
四
百
万
円

で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
型
の
大
型
に
な
り
、

担
架
が
三
台
入
り
、
内
部
が
広
い
た
め

傷
病
者
の
圧
迫
感
も
少
な
く
、
手
当
も

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
担
架
も
新
型

が
設
備
さ
れ
て
、
救
急
隊
員
が
小
人
数

で
も
操
作
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
救
急
車
は
、
昭
和
四
十
八

年
に
広
域
消
防
が
発
足
し
、
分
遣
所
が

十
月
に
開
所
さ
れ
、
十
一
月
に
配
車
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
更
新
さ
れ
る
ま
で
六
年
半
使
用
し
、

七
百
八
十
回
出
動
し
ま
し
た
。
分
遣
所

が
で
き
た
当
時
は
、
年
九
〇
回
く
ら
い

で
し
た
が
、
最
近
は
年
百
三
十
回
く
ら

い
出
動
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
救

急
出
動
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
救

急
処
置
が
的
確
に
で
き
る
よ
う
、
国
の

指
導
に
よ
る
研
修
会
が
県
消
防
学
校
で

行
わ
れ
、
救
急
隊
員
が
二
十
日
間
受
講

し
て
い
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住

民
の
方
々
へ
の
応
対
は
い
つ
も
親
切
に
、

応
急
処
置
は
適
切
に
、
病
院
へ
は
速
や

か
に
到
着
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す

が
、
病
院
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
で

い
ら
い
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
分
遣
所
で
は
次
々
と
連
絡
を

し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
　
一
一
九
番
は

　
　
　
　
　
お
ち
つ
い
て

　
急
病
や
事
故
の
と
き
、
住
所
、
氏
名

は
当
然
で
す
が
、
性
別
、
年
齢
そ
れ
に

症
状
を
お
聞
き
し
ま
す
。
早
く
救
急
車

を
、
と
い
う
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
り
ま

す
が
、
病
院
で
は
詳
細
を
連
絡
し
な
い

と
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
傷
病
者

を
収
容
し
て
出
発
す
る
と
き
、
病
院
が

決
ま
っ
て
い
れ
ば
す
ぐ
向
か
わ
れ
ま
す

が
、
病
院
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
、
十

日
町
方
面
か
小
千
谷
方
面
か
わ
か
ら
ず
、

現
場
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
あ
ら
か
じ
め
、
メ
モ
な
ど
を
と
り
、

電
話
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
五
十
四
年
中
の

プィ鴛魁・llll
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魏鷺蒲盤講離姦
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・
ー
キ
》
～
ん

を
＋
歳

、ね

、
，
　
、
、
鐘

　
　
　
　
　
　
結
婚
、
退
職
：
…

　
国
民
年
金
を
忘
れ
ず
に

　
人
の
一
生
を
み
る
と
、
入
学
、
成

人
、
就
職
、
結
婚
、
退
職
と
い
ろ
い

ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。

　
大
多
数
の
人
は
喜
び
と
悲
し
み
を

く
り
返
し
な
が
ら
、
暖
か
い
家
庭
と

平
穏
な
老
後
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
に
で
も
老
後
は
確
実
に
や
っ

て
き
ま
す
が
、
あ
な
た
に
は
平
穏
な

老
後
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
戦
後
、
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
驚
異
的
に
伸
び
て
い
る
な
ど
の
要

因
で
、
近
い
将
来
、
わ
が
国
が
「
老

人
国
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま

ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
現
在
、
六
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り
一
人
を
、
二
十
歳

か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
働
き
手
七
人

で
養
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
九
十
年

代
に
は
、
お
年
寄
り
一
人
を
、
働
き

手
三
人
で
養
う
時
代
に
な
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
は
年
を
と
れ
ば
、
身
体

も
無
理
が
き
か
な
く
な
り
ま
す
し
、

そ
れ
に
つ
れ
て
収
入
も
少
な
く
な
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
お
年

寄
り
が
急
激
に
増
え
る
た
め
、
若
い

世
代
に
老
後
の
生
活
を
頼
り
き
る
こ

と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
不
慮
の
事
故
の
と
き
に

籍老齢年金

2
｝
ー
〈
ー
し
j

　
D

遺
児
年
金

・
働
、
’

寡婦年金

も
役
立
つ
所
得
保
障
が
、

に
は
必
要
な
こ
と
か
ら
、

が
若
い
う
ち
か
ら
そ
の
資
金
を
出
し

合
っ
て
積
立
て
、
そ
の
時
の
生
活
に

備
え
よ
う
ー
と
い
う
の
が
年
金
制

度
な
の
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
漁
業
、
商

業
な
ど
自
営
業
の
人
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
の
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年

金
制
度
で
、
年
を
と
っ
た
り
、
障
害

者
と
な
っ
た
り
、
母
子
世
帯
に
な
っ

た
場
合
に
年
金
を
受
け
、
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
国
民
年
金
に
は
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
と
い
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
た
め
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま

で
の
人
は
、
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
成
人
を
迎
え
、
あ
る
い
は
会
社
を

や
め
、
ま
た
は
結
婚
し
て
他
の
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
た

だ
ち
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
て
、
将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
噛

“
亜
艦

　
　
’
”
　
障

　
　
長
い
人
生

　
　
だ
れ
で
も
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み
ん
な
で
注
意

水
難
防
止
を

　
本
格
的
な
夏
を
む
か
え
、
水
に
よ
る

事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河
川
の

水
難
事
故
防
止
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、

宮
中
取
水
ダ
ム
か
ら
小
千
谷
発
電
所
ま

で
の
信
濃
川
沿
岸
に
、
警
報
サ
イ
レ
ン
、

ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
、
ダ
ム
か
ら
水

を
流
す
と
き
は
警
報
し
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

　
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
こ
え

な
く
て
も
、
増
水
し
て
き
た
ら
早
く
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
だ
け
で
の
川
遊
び

は
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
お
互
い
が

注
意
し
、
子
供
を
水
難
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
発
電
所
か
ら
〉

郵
政
職
員
の
募
集

◎
募
集
期
日

　
七
月
十
八
日
（
金
）
ま
で

◎
資
格

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

三
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人◎
職
種

　
郵
政
事
務
A
（
一
般
の
内
勤
事
務
で

男
女
を
問
わ
ず
）
、
郵
政
事
務
B
（
変

則
勤
務
を
伴
う
内
勤
事
務
で
男
子
の
み
）

の
一
一
種
類

◎
募
集
人
員

　
郵
政
事
務
A
ー
信
越
地
域
約
二
十
人
、

郵
政
事
務
B
鯉
信
越
地
域
約
五
十
人

◎
試
験
日

　
第
一
次
試
験
は
十
月
五
日
（
日
）
、

第
二
次
試
験
は
十
一
月
中
旬
か
ら
十
二

月
上
旬
の
予
定

（
詳
し
く
は
郵
便
局
へ
）

　
七
月
二
十
一
日
か
ぎ
り

　
　
年
賀
は
が
き
の
賞
品

　
昭
和
五
十
五
年
用
お
年
玉
つ
き
年
賀

は
が
き
の
賞
品
引
き
換
え
は
、
七
月
二

十
一
日
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
賞
品
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
お
近
く
の
郵
便
局
の
窓

口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

水は貴重な資源

　工夫して使いましょう

福
祉
年
金
の
受
給
と
現
況
届

　
八
月
十
一
日
（
月
）
か
ら
福
祉
年

金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回

の
支
払
い
時
は
、
年
に
一
回
の
現
況

届
の
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　
年
金
を
受
領
し
た
ら
、
そ
の
ま
ま

証
書
を
郵
便
局
の
窓
口
に
お
預
け
く

だ
さ
い
。

　
証
書
の
提
出
が
な
い
と
、
次
回
か

ら
年
金
の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
．
こ
注
意
を
。
　
〈
年
金
係
〉

　
毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
、
　
　
　
現
在
、
来
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し

自
分
の
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
生
　
　
て
い
ま
す
。
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
無
料
で
送
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
事
務

　
こ
の
制
度
は
、
大
学
生
、
短
大
生
、
　
　
局
ま
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

鱒
甥
路
鯵
毎
日
奨
学
生
制
度
を
　
緯
轡
騒

生
に
、
そ
れ
ぞ
れ
各
コ
ー
ス
の
奨
学
制

度
を
適
用
し
、
必
要
な
学
費
の
貸
与
、

返
済
不
要
の
奨
学
金
支
給
の
ほ
か
、
生

活
の
一
切
を
保
証
す
る
も
の
で
す
。

い
。

　
〒
一
六
〇
．
．
：
．
．
東
京
都
新
宿
区
大
久

保
三
ー
一
四
－
四
…
…
毎
日
新
聞
社
早

稲
田
別
館
内
毎
日
育
英
会
K
係
。

一8月1日から7日（水の週間）一一

　水は健康で文化的な国民生活を維持し、健

全な産業活動を支えていく上で、大きな役割

を果たしています。

　水の需要は、今後とも増加が見込まれるも

のの、ダム等の建設による水資源の開発は次

第に困難となっており、渇水時には水が不足

することが予想されます。

　このため、水資源の有限性、水の貴重さ及

び水資源開発の重要性を理解してもらうため、

8月1日を「水の日」とし、この日を初日と

する一週間を「水の週間」としています。

⊂箪駕罐鑛翼羨b
　小規模企業共済制度は、国でつくられた事

業主の退職金制度です。月々、掛金を払い込

んでいただくことによって、事業をやめたり、

役員を退職したりしたときなどの場合に法律

で定められた共済金が支払われます。

◎制度の特色は

○掛金は所得控除　掛金は全額が小規模企業

共済等掛金控除として、そっくり課税対象か

ら控除されます。また前払いした1年以内の

掛金も同様に控除されます。

o共済金等は退職所得　共済金等は退職所得

として取り扱われますので、控除額が非常に

大きくなっています。

○安全・確実　共済金額は法律によって定め

られており・その支払いも政府が最後まで責

任をもっていますので安全・確実です。

○貸付制度　一定の資格者には、その掛金の

範囲内で即日に貸し付けが受けられる簡便な

貸付制度があります。

◎お問い合わせは

　最寄りの商工会、金融機関などへ．

血
液
助
け
合
い
運
動

　
現
代
の
科
学
の
粋
を
も
っ
て
し
て
も
、

血
液
は
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
事
実
こ
そ
「
献
血
」
1
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
の
精
神
で
す
。

　
七
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

の
月
間
で
す
。

　
献
血
で
心
と
心
の
通
い
合
い
ー
あ

な
た
の
血
液
が
、
病
人
の
心
に
生
命
の

灯
を
と
も
し
ま
す
。

　
次
回
の
「
ゆ
う
あ
い
号
」
来
町
は
、

十
月
一
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
予
定
で

す
。
　
献
血
に
ご
協
力
を
。
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ア

鐙嚢㎜

裂
竈
鉛
嚢
奏
獣
馴
璽
蓉

高
倉
に
“
夢
”
を
託
し
て

武
蔵
野
市
吉

　
高
倉
国
際
村
に
お
仲
間
入
り
し
て
、

ま
だ
三
年
ほ
ど
で
す
。
三
角
屋
根
の
小

さ
な
家
が
完
成
し
た
の
が
、
昨
年
の
春

で
し
た
。
丹
羽
さ
ん
に
初
め
て
連
れ
て

来
て
い
た
だ
い
た
冬
の
高
倉
。
雪
国
用

の
長
ぐ
つ
を
は
い
て
い
て
も
、
一
歩
ご

と
に
埋
ま
り
そ
う
な
深
い
雪
。
雪
化
粧

し
た
山
や
木
立
ち
、
す
っ
ぽ
り
雪
に
お

お
わ
れ
た
素
朴
な
わ
ら
ぶ
き
屋
根
の
た

た
ず
ま
い
。
何
も
か
も
が
素
晴
ら
し
く

て
、
丹
羽
さ
ん
と
「
き
れ
い
！
　
す
て

き
！
」
と
感
嘆
の
声
を
あ
げ
続
け
ま
し

た
。
都
会
の
慌
た
だ
し
い
生
活
に
比
べ
、

そ
こ
は
夢
の
よ
う
な
別
世
界
で
し
た
。

丹
羽
さ
ん
が
「
高
倉
へ
来
る
と
病
気
が

治
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る

の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　
私
の
育
っ
た
の
は
神
奈
川
県
の
小
田

原
市
で
す
が
、
中
心
を
は
ず
れ
て
い
る

、
の
で
、
や
は
り
山
や
田
ん
ぼ
の
あ
る
自

然
の
美
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
の
ん
び

り
し
た
土
地
柄
が
好
き
で
、
戦
時
中
父

が
疎
開
し
た
ま
ま
住
み
つ
い
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
秋
の
高
倉
に
や
っ
て
来
た

と
き
、
子
供
の
こ
ろ
小
川
や
田
ん
ぼ
や

畦
道
で
、
れ
ん
げ
を
摘
ん
だ
り
、
と
ん

ぼ
取
り
や
、
水
す
ま
し
を
取
っ
た
こ
と

な
ど
、
忘
れ
て
い
た
昔
の
場
面
が
一
度

川
紀
子
さ
ん

縫墜

燧
．
．

に
甦
っ
て
き
て
、
懐
し
さ
に
胸
が
痛
く

な
り
ま
し
た
。
今
の
故
郷
は
、
道
は
舗

装
さ
れ
、
小
川
は
農
業
用
水
路
と
な
り
、

モ
ダ
ン
な
人
家
が
立
ち
並
ん
で
、
も
う

昔
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ

の
高
倉
に
は
人
の
手
の
入
ら
な
い
自
然

が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
人
間
は
住
み

や
す
い
よ
う
に
環
境
を
変
え
て
い
き
ま

す
。
当
然
で
あ
る
一
面
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
便
利
さ
ば
か
り
求
め
て
い
く
と
、

人
間
が
利
己
的
に
な
っ
て
、
助
け
合
う

温
か
い
心
も
失
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
高
倉
の
村

の
方
々
と
パ
ー
テ
ィ
で
ご
一
緒
し
た
と

き
、
大
皿
の
煮
物
や
お
漬
け
も
の
の
美

昧
し
さ
ば
か
り
で
な
く
、
厳
し
い
自
然

に
打
ち
勝
っ
て
生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
村
の
方
々
、
特
に
お
年
を
と
っ
た
方

の
艶
や
か
な
肌
や
、
美
し
い
笑
顔
に
魅

せ
ら
れ
て
、
つ
い
つ
い
お
酒
を
飲
み
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

　
昨
年
の
秋
、
再
び
高
倉
へ
小
田
原
の

私
の
両
親
を
伴
っ
て
来
た
と
き
、
と
て

も
親
孝
行
を
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
父
は
も
う
七
十
四
歳
で
す
。
視
力

も
弱
く
な
り
、
ま
た
、
一
年
前
脳
血
栓

で
倒
れ
て
か
ら
は
、
遠
く
へ
出
か
け
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

車
で
約
八
時
間
、

壌
、
、
謎

で
も
疲
れ
も
見
せ
ず
　
．
覆

翌
朝
は
早
く
裏
山
へ
散
歩
に
出
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
落
葉
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
の

上
を
慎
重
に
歩
き
な
が
ら
、
年
と
っ
た

母
は
「
ほ
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
の

つ
え
を
使
い
な
さ
い
よ
」
と
自
分
が
拾

っ
た
木
の
枝
を
差
し
畳
自
分
も
ま
轡

た
木
の
枝
を
拾
っ
て
つ
え
に
し
な
が
ら
、
衡
戚

「
ヘ
ェ
i
、
雪
の
重
み
で
木
の
根
っ
こ
撫
婦

が
み
ん
な
弓
な
り
に
曲
っ
て
い
る
の
ね
、
．
穐
●

齪
欝
罐
彗
謹
繍

と
見
え
る
の
を
指
し
て
「
あ
っ
ち
は
ど
融

こ
に
な
る
の
か
し
ら
、
き
れ
い
ね
え
」
　
聴
野

畿
褻
蕊
搬
殿

お
正
月
を
こ
こ
で
過
ご
し
て
み
な
い
9
己
W
痴

と
言
う
と
、
父
も
母
も
「
う
ん
、
是
非
　
隔
、

来
た
い
ね
え
」
と
大
乗
り
気
で
髭
撫

　
で
も
結
局
、
今
年
の
冬
は
連
れ
て
来
勲
論

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
親
嚇
、
瓶

が
元
気
な
う
ち
に
ま
た
連
れ
て
来
て
や
　
鰹
㌧

観
ず
、
騨
、
粍
離
6
蟻
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
レ
．
計

折
々
の
高
倉
の
良
さ
を
味
わ
せ
て
や
り

た
い
、
と
秘
か
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
私
は
さ
さ
や

か
な
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
倉
の
家

の
庭
に
小
さ
な
焼
き
も
の
の
窯
を
持
つ

こ
と
で
す
。
と
て
も
先
の
こ
と
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
窯
が
で
き
た
ら

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

い
』
．撚

消費者懇談会の開催

　
八
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
、
食
中
毒
事
故
未
然

防
止
週
問
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
町
の
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
こ
の
週
間
に
合
わ

せ
、
消
費
者
懇
談
会
を
開
き
ま
す
。

　
食
品
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
日
々
の
生
活

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

◎
と
き
　
八
月
八
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

◎
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

◎
内
容
食
品
と
健
康
に
つ
い
て

●
●
●
●
．
●
●
●
●
●
●
●
O
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●

　
　
　
　
　
　
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

旧
陸
海
軍
看
護
婦
の

調
査
を
し
ま
す

　
か
つ
て
陸
海
軍
の
病
院
な
ど
に
属
し
、

陸
海
軍
看
護
婦
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い

た
方
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
の
職
歴
な
ど

の
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
七
月
三
十
一
日

ま
で
に
役
場
社
会
課
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。転

用
は
許
可
を
得
て
か
ら

　
最
近
、
農
地
に
無
断
で
車
庫
や
作
業

場
な
ど
を
建
て
た
り
、
植
林
を
す
る
方

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
無
断
で
農
地

を
転
用
す
る
と
、
工
事
の
中
止
や
現
状

復
旧
命
令
、
あ
る
い
は
「
三
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
に

処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
工

事
を
す
る
方
は
、
次
の
許
可
を
得
て
か

0
自
分
の
農
地
を
農
地
以
外
（
宅
地
、

　
植
林
、
そ
の
他
）
に
し
た
い
と
き

　
〔
農
地
法
第
四
条
許
可
申
請
〕

②
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
で
所
有
権

　
移
転
や
使
用
収
益
権
の
設
定
を
す
る

　
と
き
〔
農
地
法
第
五
条
許
可
申
請
〕

▼
わ
か
ら
な
い
で
既
に
工
事
を
始
め
た

方
、
工
事
の
終
了
し
た
方
は
、
早
急
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、
お
近
く
の
農
業
委
員
、

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
電
話
八

⊥
三
一
一
番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

移
動
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
次
の
日
程
で
移
動
ス
ポ
ー
ッ
教
室
を

開
き
ま
す
。
体
力
診
断
テ
ス
ト
を
中
心

に
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
を
。

◎
七
月
十
五
日
（
火
）
仙
田
小
学
校

◎
七
月
二
十
二
日
（
火
）
白
倉
小
学
校

◎
七
月
二
十
九
日
（
火
）
橘
小
学
校

い
ず
れ
も
午
後
七
時
半
か
ら
十
時
ま
で
。
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次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

＊
母
イ
ワ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高
橋
美
枝
さ

　
ん
（
伊
友
）
か
ら
二
万
円

　
な
か
ま
の
家
建
設
資
金
と
し
て

＊
関
口
潔
さ
ん
（
千
手
小
学
校
）
か
ら
一
二
万
円

＊
和
田
周
平
さ
ん
（
県
障
害
福
祉
課
）
か
ら
一

万
円

国
道
二
五
二
号
線
、
木
落
地
内
を
六

月
に
通
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
ご
存

知
と
思
う
。
数
百
の
真
紅
の
花
が
咲
き

乱
れ
て
い
る
の
が
目
に
と
ま
る
。
相
馬

伊
勢
吉
さ
ん
の
“
つ
る
ば
ら
”
の
こ
と

で
あ
る
。

　
十
年
ほ
ど
前
に
、
と
な
り
の
方
か
ら

奥
さ
ん
と
つ
る
ば
ら

蝿

、
朧

餓
　灘
霧難

1』さ衡

ll＼る

　、、
　　、　　　、

も
ら
っ
た
新
芽
を
物
置
き
の

軒
下
に
さ
し
木
し
た
も
の
と

　
い
う
。
そ
の
場
所
は
、
日
当

た
り
も
良
く
、
ま
た
四
十
三

年
ご
ろ
ま
で
三
十
頭
ほ
ど
の

豚
を
飼
っ
て
い
た
が
、
そ
の

肥
を
積
ん
で
い
た
と
こ
ろ
と

の
こ
と
、
条
件
は
最
高
で
、

謬

藁
警
や
慧
ま
た

・

自
わしの

・5・’o’・●

：．。∵・・づ

潜？：：、1

心をなごます一

1紅のつるばら

く
ら
い
で
あ
る
。

　
人
の
目
を
引
く
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、

五
、
六
年
前
か
ら
と

い
う
。
車
で
通
る
人

は
一
様
に
ス
ピ
ー
ド

落．相馬伊勢吉さん

多
い
と
田
じ
う

　
新
芽
の
時
期
に
な
る
と
、

し
木
に
し
よ
う
と
、

に
来
る
が
、
や
は
り
木
落
の
人
が
多
い
。

近
い
う
ち
に
木
落
は
“
つ
る
ば
ら
の
名

所
”
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

を
落
と
す
。
あ
ま
り
の
美
し

さ
に
思
わ
ず
声
を
立
て
る
人
、

近
く
の
広
場
に
車
を
と
め
て

観
賞
に
来
る
人
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
で
あ
る
。

　
　
「
三
十
九
年
に
栄
橋
が
で

き
る
ま
で
の
木
落
は
、
ど
う

も
行
き
止
ま
り
の
よ
う
な
感

じ
が
し
て
…
…
」
、
奥
さ
ん

は
し
み
じ
み
と
語
っ
た
。
栄

橋
に
よ
っ
て
、
“
つ
る
ば
ら
”

　
　
心
を
な
ご
ま
せ
た
人
も

心
。
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
を
さ

　
　
　
　
方
々
か
ら
も
ら
い

▼野ロの庚申祭り
　先月15日は、町内の各地で庚申供

養行事がありました。

　野口の供養祭もこの日に行われま

したが、会場に集まった善男善女は

400人あまりでした。つぼの中の御

神酒は60年後のお楽しみに。

　
今
月
号
は
、
町
の
各
地
で
あ
っ
た
行
事
を
、
ほ

ん
の
一
部
で
す
が
、
カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
下
げ
追
い
か

け
て
見
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。

　
今
年
の
梅
雨
は
雨
が
少
な
め
で
、
行
事
を
や
る

に
は
最
適
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

的
活
動
が
目
立
っ
た
の
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒
…
…
…
…
…
　
▼

ぐ
渋
海
川
魚
釣
り
大
会

　
渋
海
川
の
清
流
で
の
魚
釣
り
大
会
も
先
月
十
五
日
で
し
た
。

　
”
自
然
の
流
れ
を
通
し
て
お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
も
ら

い
た
い
〃
と
仙
田
の
商
工
会
が
行
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
年

で
七
回
目
で
す
。
太
公
望
が
釣
り
上
げ
た
も
の
は
、
コ
イ
、

ハ
ヤ
の
ほ
か
、
ウ
ナ
ギ
、
ナ
マ
ズ
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
。

轍

　
千
手
地
区
体
育
振
興
会
で
は
、
先
月
二
十
九
日
、
川

西
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
選
手
の
延
人
数
は
約
九
百
人
、
分
団
対
抗
で
す
の
で
、

応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
競
技
は
優
勝
一
分
団
、
二

位
四
分
団
、
三
位
五
分
団
、
応
援
で
は
六
分
団
が
一
位
。

▼㈱ジャルコの起工式
　誘致工場赴ジャルコミの起工式が、下平

新田の現地で山川社長や町長、それに関係

者の出席のもと、おごそかに行われました。

　工場は11月末に完成し、12月からの操業

が予定されています。同社は電子用機構部

品などのメーカーです。町は過疎対策の一

還として期待を寄せています。
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一
【
奮
』
レ
E
レ

努力また努力

リハビリテーションとは

　
　
　
再

　
日
本
語
で
は
、
復
権
復
職
な
ど
と

訳
さ
れ
ま
す
が
、
医
学
、
社
会
学
の

分
野
で
は
、
社
会
復
帰
と
訳
さ
れ
ま

す
。
八
，
回
は
、
脳
卒
中
に
よ
り
、
不
幸

　
　
　
　
に
し
て
麻
痺
を
起
こ
し
た

曙
人
の
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
方
法
や
、
注
意
を

取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

　
最
初
に
重
要
と
な
る
の

は
、
麻
痺
側
に
起
き
る
拘

縮
（
関
節
の
動
き
が
悪
く

な
り
固
定
す
る
）
、
筋
肉

や
骨
の
萎
縮
、
褥
瘡
な
ど
、

身
体
が
動
か
せ
な
か
っ
た

た
め
に
起
こ
る
不
都
合
を

予
防
す
る
こ
と
で
す
。

　
次
に
、
損
な
わ
れ
た
身

体
の
機
能
の
補
強
と
、
残

さ
れ
た
機
能
を
開
発
す
る

こ
と
、
と
り
あ
え
ず
家
庭

内
で
独
り
で
日
常
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

が
中
心
に
な
り
ま
す
。

一
筆
㌧
』
夢
＞

聾
　
，
6
　
舟
　
9
．
㌧
軸
・
む
覧
￥

　
　
ワ
　
　
の
も

、
，
“
’
　
ハ

汎
、
規
㌦
彙
㌧
よ
1
7
㌧
．

　
’
　
　
　
　
　
タ
も

　
　
滑
、
～
へ
　
、
’
　
亀
’
粥
．
，
　
　
　
妻

　
　
　
　
≒
　
　
≒
　
　
　
　
　
、
一
亀
　
　
覧
一
σ
覧

　
倒
れ
た
場
合
、
ま
ず
意
識
が
回
復

し
た
ら
、
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
始
め
て
い
い
で
す
。

　
敷
布
団
や
マ
ッ
ト
レ
ス
は
、
柔
ら

か
い
と
身
体
が
沈
み
、
運
動
を
す
る

の
に
不
便
で
す
。

　
最
近
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
入
院

し
て
、
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

回
復
の
良
い
悪
い
は
、
そ
の
人
の
意

欲
に
よ
っ
て
大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
訓
練
で

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◎
さ
じ
や
は
し
を
使
う
、
髪
を
と
か

す
、
タ
オ
ル
を
絞
る
、
シ
ャ
ツ
を
着

る
、
ボ
タ
ン
を
か
け
る
、
茶
わ
ん
を

持
つ
、
顔
や
手
を
ふ
く
、
歯
を
み
が

く
、
尿
器
や
便
器
を
使
う
、
ひ
も
を

結
ぶ
、
み
か
ん
の
皮
を
む
く
、
日
記

を
つ
け
る
、
な
ど
で
す
。

　
人
に
頼
ら
な
い
で
努
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
日
も
早
く
社
会
復
帰
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

膿
き
葛

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
　
厨
傑
尉
　
嬬
療
擁
療
擁
烈
魂
療
4
き
骸

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

山
岸
さ
つ
き

清
水
彩
子

秦
野
慎
也

山
口
ゆ
か
り

高
橋
　
鮎
美

春
日
絵
美

櫻
井
多
恵

益
雄
　
長
女
霜
条

克
治
　
長
女
　
上
　
野

守
男
長
男
仁
田

一
男
　
長
女
　
仁
　
田

定
一
郎
長
女
　
神
社
町

勇
二
女
発
電
所
通

哲
資
長
女
山
野
田
住
宅

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

漫暑

捧蒼

1野沖
1口立

　　八六

小
わ
ビ

　
　
　
擁
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

◎
ア
カ
シ
ヤ
の
花
す
で
に
散
り
月
細
り

◎
花
楓
ま
だ
新
し
き
定
礎
か
な

◎
栗
の
花
匂
う
て
を
り
し
蒸
し
暑
し

　
梅
雨
寒
の
七
日
の
月
に
雲
薄
し

　
夏
蕨
摘
み
つ
・
風
に
吹
か
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
夫

◎
お
く
れ
咲
く
桜
一
枝
石
佛

◎
植
え
終
え
て
庚
申
祭
り
近
づ
き
し

　
つ
つ
じ
咲
く
湯
町
し
ず
か
に
昼
餉
時

　
り
ん
ど
う
の
四
五
本
咲
き
て
清
水
湧
く

川
崎
松
五
郎

松
本
政
井

星
名
ト
ク

丸
山
イ
カ

高
橋
イ
ワ

越
ケ
沢

中
屋
敷
沖
立
根
深
伊
友

八八七七七
三〇七五〇

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
織

（
◎
◎
縮

（
繍

（
器

（
羅

小細藤田保
林谷巻中坂

藷華隆礒

田
中
町

下
原
か
ら

仁
田

東
京
都
か
ら

中
屋
敷

村
山
ミ
ッ
エ
十
日
町
市
か
ら

米
山
正
文
室
島

青
山
　
淳
子
　
長
岡
市
か
ら

柄
澤
　
克
幸
　
高
原
田

飯
塚
佐
代
子
十
日
町
市
か
ら

　
長
々
と
青
葉
の
中
の
湯
宿
か
な

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

◎
蟻
が
土
盛
り
上
げ
て
い
て
日
の
盛
り

　
さ
や
豆
の
試
食
を
妻
と
夏
め
く
夜

　
紫
陽
花
の
毬
打
つ
雨
の
強
く
あ
り

　
蝶
三
つ
花
に
争
い
あ
る
ご
と
く

　
梅
雨
晴
の
日
に
き
ら
め
き
て
蜘
蛛
の
網

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

◎
田
草
取
冷
た
き
清
水
湧
く
と
こ
ろ

　
む
つ
ま
じ
く
何
か
語
ら
い
田
草
取
る

　
田
草
取
る
腰
に
日
除
け
の
草
さ
し
て

　
田
草
取
る
泥
手
に
道
を
教
え
ら
れ

葉
桜
に
過
ぎ
ゆ
く
春
を
惜
し
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

旅
の
娘
へ
老
い
た
る
母
の
綜
結
う

紫
陽
花
の
日
々
美
し
く
梅
雨
つ
．
・
く

茎野燃灘櫨襯轟舞
範6月の交通事故発生件数孝2
θ
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心
配
ご
と
相
談

●
7
月
1
6
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
7
月
2
3
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
7
月
3
0
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
8
月
6
日
．
・
…
・
．
．
．
上
野
連
絡
所

●
8
月
1
3
日
．
：
．
．
．
．
．
・
橘
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
’
≒
一
画
妻
罫

新
し
き
家
に
も
吊
す
軒
菖
蒲

三
年
目
初
成
り
の
梅
足
し
て
漬
け

　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

知
ら
ぬ
地
に
嫁
ぎ
田
草
を
習
い
取
る

葉
桜
の
蔭
に
置
か
れ
し
乳
母
車

清
水
湧
く
木
蔭
に
憩
い
鎌
を
研
ぐ

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

田
草
取
道
問
う
人
の
訥
り
か
な

葉
桜
に
塗
り
替
え
ら
れ
て
遊
具
あ
り

田
草
取
る
ポ
ッ
ト
を
畦
の
蔭
に
置
き

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

梅
雨
昏
れ
て
目
刺
の
魚
焼
き
に
け
り

万
緑
の
中
鉄
塔
の
高
々
と

　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

亡
き
姑
が
サ
ゾ
イ
と
言
ひ
し
梅
雨
最
中

初
も
ぎ
の
茄
子
山
笠
に
入
れ
て
来
し




